
藩
政
期
に
む
け
る
日
本
の
人
口
配
置

-

1

ー
都
市
人
口
の
集
積
過
程
の
研
究

岸

本

実

研

究

の

目

的

都
市
人
口
の
集
積
過
程
研
究
の
第
一
報
と
し
て
、
筆
者
は
さ
き
に
「
明
治
大
正
期
に
お
け
る
離
村
地
域
の
形
成
と
都
市
人
口
の
集
積
過

藩政期における日本の人口配置

程
』
を
ま
と
め
@
、
つ
い
で
「
東
海
地
方
に
お
け
る
人
口
集
積
|
|
駿
遠
の
場
合
」
@
を
発
表
し
た
。
こ
の
研
究
は
そ
れ
等
に
つ
づ
く
第
三

報
と
し
て
の
も
の
で
、
藩
政
期
の
日
本
の
人
口
配
置
に
つ
い
て
ま
と
め
、
藩
政
期
以
後
に
お
け
る
日
本
の
人
口
集
積
の
地
域
的
研
究
に
関

連
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
人
口
集
積
と
い
う
こ
と
ば
は
、
人
口
の
集
中

8
5
3
R同
氏
。
ロ
と
、
人
口
の
累
積

R
2
5己
主
。
ロ
の
総
和
を
意
味
す
る
も
の

と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
地
域
の
人
口
の
増
加
は
純
社
会
増
加
ロ
巳
古
'
白
日
常
注
目
。
ロ
す
な
わ
ち
他
地
域
か
ら
集
中
し
て
く
る
人
口

数
と
、
自
然
増
加
ロ
箆
号
弘
吉

2
2
2
す
な
わ
ち
そ
の
地
域
内
で
出
生
が
死
亡
を
上
ま
わ
り
つ
つ
累
積
増
加
す
る
人
口
数
の
総
和
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
当
該
地
域
へ
の
転
入
人
口
が
転
出
人
口
よ
り
も
少
な
い
場
合
は
純
社
会
減
少
ロ
己
。
三
自
釘

E
巳

S
と
な
り
、

ま
た
、
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死
亡
が
出
生
を
上
ま
わ
る
と
自
然
減
少

E
E
E
-
仏
向
日

2
2
と
な
り
、
人
口
の
集
積
が
プ
ラ
ス
で
は
な
く
、

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
も
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当
然
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
般
に
人
口
の
集
積
の
さ
か
ん
な
地
域
で
は
、
集
中
も
集
積
も
と
も
に
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
こ
と

に
集
中
人
口
の
比
率
が
は
る
か
に
高
く
な
る
の
が
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。

藩
政
期
に
つ
い
て
、

日
本
全
体
に
わ
た
る
正
確
な
意
味
の
人
口
集
積
の
地
域
的
研
究
が
は
た
し
て
可
能
か
ど
う
か
の
問
題
が
あ
る
o

ま

ず
第
一
に
、
人
口
に
関
す
る
正
確
な
統
計
的
資
料
の
入
手
が
不
可
能
で
あ
り
、
こ
と
に
、
人
口
移
動
に
つ
い
て
の
統
計
的
資
料
が
、
今
日

と
い
え
ど
も
正
確
に
知
り
得
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま
し
て
や
藩
政
期
に
お
け
る
人
口
移
動
の
広
域
的
な
資
料
の
入
手
は
至
難
で
あ
る
。
し

か
し
、
藩
政
期
に
お
け
る
人
口
集
積
に
つ
い
て
の
研
究
へ
の
努
力
は
惜
し
む
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

藩
政
期
、
こ
と
に
享
保
以
後
の
わ
が
国
の
人
口
史
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
高
橋
党
仙
ω
・
関
山
直
太
郎
④
・
本
庄
栄
治
郎
@
な
ど
諸

先
学
の
研
究
が
発
表
せ
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
研
究
の
結
果
が
あ
る
。
こ
と
に
、
高
橋
究
仙
の
「
日
本
人
口
史
之
研
究
』
第
一
巻
の
付
表

に
は
、
著
者
が
編
集
し
た
寛
延
三
年
(
一
七
五

O
)
・
宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
・
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
・
文
化
元
年
(
一
八

O
四)・

天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
・
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
・
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
お
よ
び
明
治
五
年
の
全
国
人
口
表
が
国
別
に
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
関
山
直
太
郎
の
「
近
世
日
本
人
口
の
研
究
』
付
録
第
一
表
に
は
、
府
県
(
藩
)
別
・
身
分
別
人
員
表
(
明
治
一
五
年
)

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

藩
政
期
の
人
口
数
に
は
、
近
代
統
計
の
よ
う
な
正
確
度
を
期
待
し
得
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
関
山
直
太
郎
も
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
藩
政
期
の
人
口
調
査
で
は
、
川
皇
室
御
料
地
お
よ
び
皇
族
公
卿
の
人
口
は
除
外
さ
れ
て
お
り
、
同
武
士
お
よ
び
そ
の
家
従
の
人
口

数
も
加
算
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
ま
た
藩
に
よ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
、
年
令
の
上
か
ら
一
五
歳
以
下
の
も
の
を
除
外
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
そ
し
て
、
除
外
人
口
は
武
家
と
そ
の
奉
公
人
を
ふ
く
み
全
国
で
三
八

O
万
な
い
し
四
六

O
万
人
程
度
と
推
定
し
て
い
る
宅

し
か
し

こ
れ
は
、
全
国
人
口
の
一
割
五
分
前
後
に
過
ぎ
な
い
数
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
い
た
人
口
資
料
を
も
っ
て
全
国
的
分
布
を
み
て
も
、
藩
政



期
の
日
本
の
人
口
配
置
の
相
対
的
分
布
を
知
る
上
に
は
さ
し
て
大
き
な
支
障
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

明
治
以
後
と
は
こ
と
な
っ
た
社
会
経
済
的
条
件
の
も
と
に
あ
っ
た
藩
政
期
に
、

日
本
の
人
口
配
置
や
人
口
の
地
域
的
移
動
が
地
域
的
に

ど
ん
な
に
こ
と
な
っ
て
い
た
か
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
地
域
研
究
の
上
か
ら
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
藩
政
期
の
あ
と
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
期
と
う
け
つ
が
れ
て
現
在
に
い
た
る
あ
い
だ
に
、

日
本
の
人
口
配
置
が
地
域
的
に
ど
う
変
動
し
、
そ
の
聞
に
各
地
域
の
都
市
の
人
口

集
積
が
ど
う
進
ん
だ
か
を
み
る
こ
と
も
、
地
域
研
究
の
上
か
ら
大
切
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
ん
な
意
図
の
も
と
に
、
本
研
究
で
は

藩
政
期
に
お
け
る
日
本
の
人
口
配
置
を
統
計
的
に
処
理
し
、
地
域
研
究
へ
の
礎
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。

2 

人

分

布

口

前
記
の
高
橋
究
仙
著
「
日
本
人
口
史
之
研
究
』
(
一
九
四
一
)
の
付
表
に
よ
っ
て
、
寛
延
元
年
(
一
七
五

O
)
の
国
別
の
人
口
分
布
を
図

藩政期における日本の人口配置

に
し
、
図
ー
を
得
た
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
な
か
に
は
武
士
や
そ
の
家
従
の
数
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
が
、
地
域
ご
と
の
人
口
の
相
対
的

分
布
の
大
勢
は
う
か
が
え
る
。
当
時
の
人
口
数
は
二
五
九
八
・
七
万
人
で
、
地
域
別
の
人
口
分
布
を
み
る
と
、
西
南
日
本
の
国
国
に
は
人

口
数
が
多
く
、
東
北
日
本
の
国
国
に
は
少
な
く
、
東
北
日
本
と
西
南
日
本
の
人
口
の
比
率
は
お
よ
そ
六
対
四
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

(図
2
と
表
1
参
照
)

西
南
日
本
の
う
ち
で
も
、

日
本
の
台
所
と
い
わ
れ
、
当
時
の
日
本
の
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
大
阪
(
北
・
南
・
天
満

の
三
郷
の
人
口
総
数
は
四

0
・
四
万
)

を
ふ
く
み
、

摂
津
の
国
が
八

0
・
四
万
人
で
最
も
多
く
、
山
城
の
五
二
・
三
万
、
播
磨
の
五
五
・
一

万
人
が
目
に
つ
く
。
現
在
の
京
阪
神
地
域
が
、
人
口
数
の
上
で
も
、
経
済
の
上
で
も
、
わ
が
国
の
中
心
を
な
し
て
い
た
姿
が
み
え
て
い

る
。
京
阪
神
地
域
の
東
に
つ
づ
く
近
江
が
五
七
・
五
万
人
、
屠
張
が
五
五
・
三
万
人
、
美
濃
が
五
二
了
二
一
万
人
と
、

い
ま
の
中
京
地
域
に
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も
か
な
り
の
人
口
集
団
が
み
え
て
い
る
。
中
国
・
四
国
の
各
国
の
人
口
も
か
な
り
多
い
が
、
九
州
で
は
港
と
し
て
の
長
崎
を
ふ
く
ん
だ
肥
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図 1 1750 (寛延 3)年国別人口分布

① 佐渡以外は離島を除く

(g) 全国人口数 2598.7万人

(高橋焚イJlI(1941)により岸本原因)
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。).岩代]
直83.6万人

-、
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こ
れ
は
江
戸
の
五
一
万
人
を
ふ
く
み
、

い
ま
の
埼
玉
県
と
神
奈
川
県
の
一
部
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
の
人
口
五
一
万
人
の
な
か

の
一
七
七
・
一
万
人
で
あ
る
c

前
が
六
三
・
三
万
人
で
多
く
、

肥
後
の
ム
つ
了

O
万
人
も
大
国

だ
け
に
そ
の
人
口
数
は
多
い
。

東
北
日
本
で
は
、
現
在
の
東

参照)

北
地
方
で
陸
奥
六
か
国
が
一
八

日本の地域区分(表 1

了
六
万
人
、
出
羽
二
か
国
が

八
四
・
六
万
人
で
、
東
北
地
方

の
七
か
国
平
均
は
三
四
万
人
程

度
で
、
そ
の
面
積
に
比
較
し
て

そ
の
人
口
数
は
少
な
い
。
越
後

図 2

は
そ
の
人
口
が
九
七
・

O
万
人

に
達
し
て
東
北
日
本
と
し
て
は

と
く
に
自
に
つ
く
が
、

し
か
し

最
も
大
き
な
人
口
集
団
は
武
蔵

に
は
も
ち
ろ
ん
武
土
や
そ
の
家
従
は
ふ
く
ん
で
い
な
い
。
江
戸
の
武
士
や
家
従
の
数
に
つ
い
て
の
正
確
な
数
値
は
得
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
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人口比重の移動

| 地域名 人口数(単位 1，000) 人口比重

1m  ml鰯 1750 1872 1965 
(寛延3)(1) (明治5)(2)(昭和40)(3)!(寛延3) (明治 5) (昭和40)

全国 25，987 33，209 98，282 100.0 100.。 100.0 

10，565 12，742 48，511 40.5 38.3 49.4 

北海道 22 121 5，172 0.0 0.0 5.3 

東北本州 10，543 12，621 43，339 40.5 38.2 44.1 

日本海側 2，440 3，359 6，629 9.4 10.2 6.7 

太平洋側 4，089 4，532 12， 781 15.6 13. 7 13.0 

京浜静岡 4，014 4， 730 23，929 15.0 14.3 24.4 

西南日本 15，422 20，467 49， 762 59.5 61. 7 50.6 

西南本州 10，568 13，048 33，417 40.7 39.3 34.0 

日本海側 3，064 4，318 7，681 11.8 13.0 7.8 

京阪神中京 5，647 6，164 21，038 21. 8 18.6 21. 5 

山 陽 1，857 2，566 4，698 7.1 7. 7 4.7 

四 国 1，689 2，446 3，975 6.5 7.3 4.0 

九 分| 3，165 4，973 12，370 12.3 15. 1 12.6 

表 1

等
を
加
え
る
と
江
戸
の
人
口
数
は
一

O
O万
な
い
し
一
三

O
万
人

(1)， (2)は高橋焚仙(1941)により， (3)は国勢調査による。

と
推
定
す
る
向
が
多
い
@
o

藩
政
期
、
武
士
は
課
税
の
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
上
に
、
と
く
に
防
備
の
上
か
ら
そ
の
数
を
秘
し
、
そ

の
数
が
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
。

寛
延
三
年
以
後
、

日
本
の
人
口
配
置
が
地
域
ご
と
に
ど
の
よ
う

に
変
動
を
し
た
か
を
み
る
た
め
に
、
表
ー
を
つ
く
っ
た
。
地
域
区

分
は
図
2
に
し
め
し
た
よ
う
に
、

日
本
を
ま
ず
A
l
B
の
線
で
西

南
日
本
と
東
北
日
本
の
二
つ
に
区
分
し
、
東
北
日
本
を
北
海
道
と

東
北
本
州
の
二
つ
と
し
、
西
南
日
本
を
西
南
本
州
と
四
国
・
九
州

の
三
つ
に
区
分
し
た
。
東
北
本
州
は
さ
ら
に
日
本
海
側
・
太
平
洋

側
・
京
浜
静
岡
の
三
小
区
分
に
わ
か
ち
、
西
南
本
州
は
日
本
海

側
・
山
陽
・
京
阪
神
中
京
の
三
つ
に
細
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口

数
は
国
単
位
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
時
期
の
上
で
は
、
寛
延

三
年
(
一
七
五

O
)
・
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
・
昭
和
四

O
年

(
一
九
五
五
)
の
三
時
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
人
口
数
と

人
口
比
率
を
計
算
し
た
。
寛
延
三
年
は
藩
政
後
期
の
、
明
治
五
年

は
明
治
初
年
の
、
そ
し
て
昭
和
田

O
一
年
は
現
在
の
状
態
を
代
表
せ



し
め
た
。
時
代
間
隔
は
約
一
O
O
年
程
度
の
間
隔
と
な
っ
て
い
る
。
寛
延
三
年
の
人
口
数
に
は
武
士
等
を
ふ
く
ま
ず
、
絶
対
数
の
上
で
明

治
や
現
在
の
人
口
数
と
比
較
す
る
の
に
無
理
は
あ
る
と
し
て
も
、
武
士
等
の
数
は
全
人
口
の
約
一
割
五
分
程
度
と
推
定
せ
ら
れ
て
お
り
、

人
口
配
置
の
相
対
的
な
態
様
を
み
る
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
誤
差
は
な
い
も
の
と
考
え
た
。

表
ー
に
よ
っ
て
寛
延
三
年
の
日
本
の
人
口
の
比
重
を
み
る
と
、
東
北
日
本
の
人
口
数
は
全
国
の
四

0
・
五
%
で
、
西
南
日
本
の
そ
れ
は

五
九
・
五
%
と
な
り
、
西
南
日
本
に
全
人
口
の
約
六
割
の
人
口
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
西
南
日
本
の
な
か
で
も
京

阪
神
か
ら
中
京
に
か
け
て
の
地
域
に
そ
の
約
三
分
の
つ
全
国
人
口
の
約
五
分
の
一
の
人
口
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は

当
然
、
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
の
都
市
地
域
を
中
心
と
し
た
人
口
集
団
が
主
と
な
っ
て
い
る
c

東
北
日
本
で
は
京
浜
静
岡
地
区
の
一
五
・

O
%
が
あ
る
が
、
近
畿
集
団
に
比
較
す
る
と
、
比
較
的
低
率
で
あ
り
、
江
戸
以
外
の
地
域
の
人
口
数
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
に
達
し
て
い
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
。

藩政期における日本の人口配置

こ
れ
を
明
治
五
年
の
人
口
比
重
と
比
較
す
る
と
、
東
北
日
本
は
三
八
・
三
%
、
西
南
日
本
は
六
一
・
七
%
と
寛
延
三
年
に
比
較
し
て
西

南
日
本
の
比
重
が
や
や
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
明
治
五
年
の
全
国
の
人
口
総
数
は
三
三
二

0
・
九
万
人
と
人
口
の
絶
対
数
は
上
昇
し
、
こ

れ
は
西
南
日
本
の
人
口
増
加
が
東
北
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
や
や
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
と
に
山
陰
を
中
心
と
し
た
日
本

海
側
と
四
国
・
九
州
の
人
口
の
相
対
的
増
加
の
み
ら
れ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
後
者
は
果
し
て
何
に
よ
る
も
の
か
明
確
で
は
な
く
、

あ
る
い
は
武
士
の
帰
農
に
よ
る
増
加
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
藩
政
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
西
南
日
本
の
都
市
地
域
の
人
口
集
積
が
東

北
岡
本
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、

よ
り
進
行
し
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明
治
五
年
以
後
現
在
ま
で
の
人
口
比
重
の
変
動
を
み
る
と
、
京
浜
静
岡
地
区
が
一
四
・
二
一
%
か
ら
二
四
・
四
%
へ
と
急
増
し
た
の
を
最

165 

大
と
し
、
東
北
日
本
の
人
口
比
重
が
西
南
日
本
の
人
口
比
重
と
等
し
く
な
っ
て
い
る
。
明
治
以
後
、
北
海
道
の
人
口
数
や
そ
の
人
口
比
重



166 

，
 

d' 
イ

-

付

M
1

〆

『

P
L

〆

i

d

v

h

，F

・
‘

a
J
'
岬
M

、、

d
Z
1
 

。

者3:;:::::;)302品

数字l主協をしめず

県 人 口
一 一 一Xl，OOOの計算
全国人口

図 3 1750 (寛延 3)年の人口配置
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(各薗の人口を県単位にくみかえて計算)



の
増
大
は
別
と
し
て
、
京
浜
を
中
心
と
し
た
都
市
地
域
の
人
口
集
積
が
急
激
に
進
行
し
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
東
北
日
本
と
西

南
日
本
を
通
じ
て
、

日
本
海
側
の
比
重
が
低
下
し
、

四
国
・
九
州
の
人
口
比
重
の
低
下
の
顕
著
な
こ
と
も
注
目
し
て
よ
い
。

図
3
は
寛
延
三
年
(
一
七
五

O
)
の
人
口
比
重
の
分
布
を
し
め
し
て
い
る
c

こ
れ
は
高
橋
克
仙
が
国
別
に
ま
と
め
た
人
口
数
を
、
筆
者

が
県
別
人
口
に
組
み
替
え
て
整
理
し
、
各
県
の
人
口
を
全
国
人
口
で
除
し
て
得
た
一

0
0
0分
比
の
分
布
で
あ
る
。
寛
永
三
年
以
後
の
人

口
比
重
の
地
域
的
変
動
を
み
る
た
め
に
、
明
治
一
八
年
(
一
八
八
五
)

の
同
様
の
計
算
に
よ
る
人
口
比
重
の
分
布
を
同
図
の
な
か
に
細
涼

で
し
め
し
た
。

寛
延
三
年
の
人
口
比
重
の
最
も
大
き
い
の
は
越
後
(
新
潟
県
)
で
、

つ
ぎ
が
大
阪
・
兵
庫
の
二
県
に
相
当
す
る
地
域
と
な
り
、

い
ず
れ

も
県
単
位
で
二
一

O
怖
を
超
え
、
名
古
屋
を
中
心
と
し
た
尾
張
・
二
一
河
(
愛
知
県
)

の
三

O
%も
目
に
つ
く
。
越
後
(
新
潟
県
)

の
人
口
比

重
の
大
な
の
は
、
国
(
県
)

の
面
積
の
広
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
大
阪
・
兵
庫
と
愛
知
の
比
重
の
大
な
の
は
、
都
市
地
域
の
人
口

藩政期における日本の人口配置

集
積
が
進
ん
だ
結
果
と
考
え
ら
れ
、
こ
と
に
大
阪
は
わ
が
国
の
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
全
国
か
ら
の
集
中
人
口
が
多
か
っ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
東
京
・
埼
玉
と
神
奈
川
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
資
料
が
武
蔵
の
固
と
し
て
そ
の
人
口
数
が
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
各
県
に
分
割
し
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

い
ま
の
京
浜
地
域
は
京
阪
神
地
域
に
比
較
し
、
当
時

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
に
人
口
集
積
の
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
(
明
治
一
八
年
東
京
都
一

O
四
万
人
、
神
奈
川
八
三
万
人
、
計

一
八
七
万
人
、
大
阪
府
一
六
三
万
人
、
京
都
八
五
万
人
、
計
二
四
八
万
人
)
0

図
3
で
寛
延
三
年
の
人
口
比
重
の
分
布
を
明
治
一
八
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
明
治
五
年
の
時
点
で
、
広
島
・
福
岡
の
両
地
域
に
そ

れ
ぞ
れ
三

O
治
の
地
域
が
で
て
い
る
ほ
か
は
、

ほ
と
ん
ど
両
時
点
に
お
け
る
人
口
配
置
が
等
し
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
明
治
一
八

167 

年
以
後
、
大
正
・
昭
和
期
に
わ
た
る
日
本
の
人
口
配
置
や
人
口
比
重
の
地
域
的
変
動
に
つ
い
て
は
筆
者
が
さ
き
に
論
じ
た
通
り
で
ミ

明
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治
・
大
正
期
以
後
は
表
日
本
へ
の
人
口
集
積
が
は
げ
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

明
治
初
期
の
わ
が
国
の
人
口
配
置
は
藩
政
後
期
の
そ

れ
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
う
け
つ
い
だ
こ
と
が
図
で
確
実
と
な
っ
た
。

藩
政
期
を
通
じ
、
各
藩
領
や
幕
領
と
も
に
、
入
鉄
砲
に
出
女
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
農
民
の
他
国
へ
の
流
出
に
は
細
心
の
注
意
を
く

ば
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
c

藩
政
期
を
通
じ
、
各
藩
と
も
、
白
領
内
の
殖
産
興
業
に
つ
と
め
、
領
内
の
財
政
を
豊
一
か

に
す
る
と
と
も
に
、
農
民
の
他
地
域
に
流
出
す
る
こ
と
を
極
力
防
止
し
た
。
逆
に
他
国
か
ら
流
入
し
て
く
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
盗
賊
、

隠
密
は
別
と
し
、
他
国
か
ら
の
農
民
の
流
入
は
寛
大
に
あ
っ
か
わ
れ
、
領
内
の
農
民
の
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
筆
者
が
か

っ
て
、
享
保
の
こ
ろ
の
阿
土
両
国
間
の
人
日
移
動
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
が
@
、

そ
の
際
、
土
佐
湾
の
東
部
沿
岸
か
ら
、
多
数
の
農
漁

民
が
土
佐
に
接
し
た
阿
波
国
の
海
部
川
流
域
に
転
入
移
動
し
、
海
部
川
流
域
の
開
拓
に
寄
与
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
c

こ
れ
も

他
藩
か
ら
の
人
口
の
流
入
の
例
で
、
何
の
抵
抗
も
な
く
、
転
入
移
動
を
果
し
て
い
る
。

要
は
、
各
藩
領
も
幕
領
も
と
も
に
、
自
領
内
の
農
民
を
極
力
多
く
確
保
す
る
こ
と
に
努
力
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
藩
政
期
に
日
本
の
各

地
域
の
人
口
が
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
明
治
一
八
年
の
各
県
別
の
人
口
一

0
0
0分
比
と
、
各
県

の
面
積
と
の
相
関
図
を
つ
く
る
と
①
、

山
東
北
の
岩
手
・
秋
田
・
福
島
・
青
森
や
、
長
野
・
宮
崎
な
ど
、
比
較
的
山
勝
ち
な
県
で
は
面
積

の
割
合
に
そ
の
人
口
比
は
低
く
、
聞
大
阪
は
そ
の
逆
で
、
都
市
人
口
の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
面
積
に
比
較
し
て
人
口
比
は
高
い
が
、
州
開

そ
の
他
の
多
く
の
県
に
つ
い
て
は
両
者
の
聞
に
ほ
ぼ
正
の
相
関
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
筆
者
が
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ま

図
3
に
よ
っ
て
、
明
治
一
八
年
の
人
口
配
置
が
、
寛
延
三
年
の
そ
れ
に
近
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
り
、

し
た
が
っ
て
、
藩
政
後
期
に
つ

い
て
も
、
各
地
域
ご
と
に
、

そ
の
面
積
に
ほ
ぼ
比
例
し
た
人
口
数
を
確
保
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

こ
う
し
て
藩
政
期
l
明
治
初
期
の
わ
が
国
の
人
口
配
置
が
、
明
治
中
期
以
降
、
産
業
革
命
の
進
行
と
と
も
に
、
漸
次
そ
の
姿
を
か
え
、



表
日
本
へ
の
人
口
集
中
が
は
げ
し
く
な
り
、
逆
に
裏
日
本
の
人
口
の
相
対
的
減
退
が
顕
著
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
各
地
域
に
お
け
る
人

口
配
置
の
変
動
は
、
各
地
域
の
地
域
的
要
素
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
こ
れ
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
本
研
究
を

今
後
の
各
地
域
の
研
究
の
手
が
か
り
と
し
た
い
c

3 

人

i成

口

日
園
田

4
E
9
 

国
4
は
寛
延
三
年
(
一
七
五

O
)
と
文
化
元
年
(
一
八

O
四
)

の
問
、
約
五

0
年
間
の
国
別
の
人
口
増
加
年
率
の
分
布
を
し
め
し
た
も

の
で
あ
る
。
資
料
は
前
掲
高
橋
究
仙
③
に
よ
っ
た
。

藩
政
期
の
人
口
資
料
の
統
計
的
価
値
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で
、
そ
の
精
確
度
に

つ
い
て
は
問
題
は
あ
る
が
、
同
一
期
間
内
の
人
口
の
増
減
率
の
分
布
を
図
示
す
る
と
、
人
口
の
増
加
地
域
と
減
少
地
域
が
地
域
的
に
か
な

り
の
ま
と
ま
り
を
み
せ
、
地
域
的
秩
序
の
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
意
味
を
見
出
し
た
い
。

藩政期における日本の人口配置

寛
延
三
年
の
全
国
の
人
口
数
は
二
五
九
八
・
七
万
人
で
あ
り
、
文
化
元
年
の
そ
れ
は
二
五
六
二
・
一
万
人
で
、
全
体
的
に
は
こ
の
五

O

年
間
に
三
五
・
六
万
人
の
減
少
と
な
り
、
全
国
の
人
口
総
数
は
む
し
ろ
停
滞
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
(
寛
延
元
年
も
文
化
元
年
も
そ
の

人
口
数
は
と
も
に
特
異
値
で
な
い
こ
と
が
そ
の
前
後
の
年
の
人
口
数
か
ら
推
定
で
き
る
0
)

こ
の
よ
う
に
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
は
停
滞

傾
向
に
あ
る
と
し
て
も
増
加
地
域
と
減
少
地
域
は
か
な
り
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
て
展
開
し
て
い
る
c

す
な
わ
ち
、
裏
日
本
に
そ
う
諸
国
と

中
部
・
四
国
・
九
州
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
増
加
地
域
と
な
り
、
こ
と
に
、
越
後
以
北
、
東
北
地
方
の
日
本
海
側
、
山
陰
の
う
ち
伯
害
・
因

幡
・
出
雲
の
地
域
と
、
南
四
国
・
西
九
州
の
国
国
で
は

0
・一

O
%以
上
の
増
加
地
域
と
な
り
、
そ
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
関
東
以
北

の
太
平
洋
沿
岸
地
域
と
、
大
阪
を
中
心
と
し
た
近
畿
諸
国
は
減
少
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

169 

こ
れ
等
の
増
加
(
減
少
)
地
域
が
、
自
然
増
加
(
減
少
)
に
よ
る
増
加
(
減
少
)
か
、
集
中
(
転
出
)
人
口
に
よ
る
増
加
(
減
少
)
か
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o 

増加率(年率)

十 0-+0.lU96 

十 0.10%以上臨盟

は
明
瞭
で
は
な
い
。
関
山
直
太
郎
は
別
の
立
場
か
ら
藩
政

後
期
に
東
北
・
関
東
・
近
畿
の
各
地
方
が
人
口
の
減
退
ま

た
コ
停
滞
傾
向
を
も
っ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い

O 
d 

可ハ
V
@
3

そ
し
て
そ
の
原
因
と
し
て
、
川
人
口
調
査
が
当
初

(
寛
延
三
年
)
に
正
確
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
以
後
の
調

査
が
不
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
、
削
除
外
人
口
の
多
少
に
よ

る
こ
と
、
同
当
初
市
街
地
の
人
口
が
過
大
に
評
価
さ
れ
イ

い
た
こ
と
な
ど
、
調
査
技
術
に
よ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る

D 
ρ 

1150 (寛延 3)""1804 (文化1)の聞の人口増加率(年率)

高橋焚自I1(1941)により岸本計算・原図

。
図 4



が
、
は
た
し
て
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
調
査
技
術
の
不
備
は
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
減
少
地
域
の
説
明
は
で
き
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
図
4
の
よ
う
に
増
加
地
域
や
減
少
地
域
が
か
な
り
ま
と
ま
っ
て
分
布
す
る
に
は
、
増
加
な
い
し
は
減
少
を
ひ
き
お

こ
さ
せ
る
地
域
的
要
因
が
他
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
自
然
増
加
に
よ
る
増
加
か
、
転
入
に
よ
る
増

加
か
を
区
別
し
、
そ
の
地
域
的
要
因
を
み
い
だ
す
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
o

藩
政
期
の
出
生
率
の
都
市
と
農
村
の
聞
に
お
け
る
差
に
つ
い
て
、
陶
山
鈍
翁
は
そ
の
「
口
上
覚
書
』
の
な
か
で
、
市
街
地
は
「
妻
を
持

不
申
下
人
多
く
』
し
か
も
一
般
に
晩
婚
で
、
出
生
数
が
少
な
く
、

ま
た
農
村
で
は
「
妻
を
持
不
申
下
人
少
き
』
故
に
出
生
数
が
少
な
い
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
藩
政
期
に
は
医
療
設
備
や
衛
生
思
想
が
行
届
か
な
い
こ
と
か
ら
、
市
街
地
も
郷
村
も
そ
の
出
生
率
の
間

に
は
大
き
な
差
異
の
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

藩
政
期
の
人
口
の
地
域
的
移
動
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
治
農
方
針
と
し
て
の
農
民
の
農
地
へ
の
緊
縛
政
策
の
た
め
に
農
民
の
自
由
な
移

藩政期における日本の人口配置

動
は
か
な
ら
ず
し
も
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
こ
と
に
国
境
を
越
え
て
遠
距
離
の
地
域
に
移
動
す
る
こ
と
ば
、

一
つ
に
土
各

藩
の
政
策
上
か
ら
も
、
ま
た
当
時
の
交
通
機
関
の
不
備
な
点
か
ら
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
コ

i
ネ
ル
大
学
に
い
た
A
-
F
・
ウ
ィ

1
パ
ー
は
そ
の
著
@
の
な
か
で
、

一
八
位
紀
末
(
一
七
九

O
)
か
ら
一
九

世
紀
末
(
一
八
九

O
)
に
わ
た
る
一

0
0年
聞
に
お
け
る
都
市
の
発
達
を
論
じ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
二
二
か
国
)

ア
ジ
ア
(
ト
ル
コ
を
ふ
く
む
六
か
国
)
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
(
お
も
な
国
六
)
や
ア
フ
リ
カ
の
国
国
の
都
市
の
発
達
に
つ
い
て
、
そ
の
人
口
の

増
大
を
、
自
然
増
加
と
都
市
へ
の
人
口
集
中
を
中
心
に
詳
細
な
資
料
を
も
ち
い
て
論
じ
た
。
そ
の
際
、
都
市
人
口
の
増
加
が
集
中
人
口
に

よ
る
こ
と
の
多
い
こ
と
を
実
証
し
、
こ
と
に
近
代
交
通
機
関
と
し
て
の
鉄
道
の
発
達
が
都
市
へ
の
人
口
の
集
中
を
促
進
し
、
都
市
人
口
の

171 

増
大
を
み
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
都
市
人
口
の
増
大
は
一
八
二

0
年
代
の
産
業
革
命
に
そ
の
端
を
発
し
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芦

一

守

、

品

、

ふ
ト
・
刀

一
八
一
二

0
年
代
以
後
二

0
年
間
の
鉄
道
交
通
の
発
達
が
都
市
の
人
口
の
増
大
に
大
き
く
影
響
L
、
ア
メ
ワ
カ
合
衆
国
で
も
、

/¥ 

二
0
年
代
の
運
河
交
通
と
鉄
道
交
通
の
開
始
が
都
市
の
発
達
を
刺
戟
し
、

一
八
五

O
年
西
部
へ
の
鉄
道
開
通
が
中
部
低
地
お
よ
び
西
都
め

都
市
の
成
長
に
寄
与
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
明
治
二

0
年
代
に
な
り
、
東
海
道
本
線
の
開
通
な
ど
遠
距
離
交
通
の
発
達

が
人
口
の
都
市
へ
の
集
中
の
範
囲
を
拡
大
し
、
近
代
都
市
の
成
長
を
促
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

藩
政
期
、
圏
内
の
遠
距
離
交
通
機
関
の
未
整
備
と
、
農
民
の
農
地
へ
の
緊
縛
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
の
移
動
、
こ
と
に
人
口
の

都
市
へ
の
集
中
の
は
げ
し
か
っ
た
研
究
の
事
例
は
あ
る
。
天
保
の
江
戸
の
人
返
し
策
も
、
要
は
江
戸
へ
の
人
口
の
過
集
中
を
し
め
す
証
左

で
あ
る
。
こ
と
に
、
享
保
期
を
境
と
し
て
、
商
業
資
本
の
発
達
や
農
民
層
の
分
解
が
は
げ
し
く
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
農
村
か
ら
都
市

へ
の
人
口
の
流
入
は
漸
次
強
ま
っ
て
い
る
。

藩
政
期
の
人
口
移
動
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
藩
に
よ
り
寛
厳
が
あ
り
@
、

薩
摩
・
肥
前
・
阿
波
・
土
佐
な
ど
で
は
国
外
へ
の
流
出
を
厳

に
制
限
し
て
い
る
が
、
仙
台
・
加
賀
藩
で
は
年
季
を
定
め
て
出
郷
を
許
し
、
越
後
・
信
濃
で
は
、
そ
の
取
締
り
が
比
較
的
寛
大
で
、
江

一
戸
・
京
阪
を
始
め
、
他
国
へ
の
出
稼
ぎ
を
年
中
行
事
と
す
る
地
方
も
あ
っ
た
。
藩
政
末
、
笠
間
藩
で
は
加
賀
・
北
越
の
一
向
宗
徒
を
中
心

に
、
明
治
ま
で
に
四
五

O
戸
を
迎
え
入
れ
、
寛
政
の
こ
ろ
、
常
毛
の
竹
垣
直
温
支
配
地
で
は
、
北
越
か
ら
三

O
O戸
、
武
蔵
か
ら
八

C
戸

の
農
民
の
転
入
を
、
同
じ
こ
ろ
白
河
で
も
越
後
か
ら
の
農
民
の
転
入
の
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
せ
ら
れ
て
い
る
。

図
4
の
人
口
増
加
地
域
が
何
に
よ
っ
て
増
加
し
た
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ど
う
せ
農
民
が
離
村
し
て
他
地

域
に
移
動
す
る
場
合
、
既
成
の
農
地
を
求
め
て
移
動
す
る
こ
と
は
至
難
で
、
都
市
地
域
に
移
動
す
る
か
、
新
田
開
発
地
域
に
移
動
す
る

か
、
あ
る
い
は
山
村
や
臨
海
村
に
で
て
、
新
開
拓
地
を
も
と
め
る
の
ほ
か
に
手
段
は
な
く
、
こ
う
し
た
条
件
を
も
っ
た
地
域
が
人
口
の
増

加
地
域
と
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
。
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藩
政
期
の
日
本
の
人
口
配
置
や
人
口
移
動
に
つ
い
て
の
地
理
学
的
研
究
は
人
口
資
料
の
不
備
の
た
め
に
、

か
な
ら
ず
し
も
適
切
な
結
果

は
得
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
先
学
の
研
究
の
結
果
に
よ
る
人
口
資
料
を
も
と
と
し
て
少
な
く
と
も
以
下
の
こ
と
が
い
え
る
。

)
 

咽

'
A(
 
藩
政
期
の
日
本
の
人
口
配
置
は
、
明
治
初
期
の
人
口
配
置
に
酷
似
し
、
①
新
潟
を
中
心
と
す
る
裏
日
本
の
諸
地
域
と
②
京
阪
神
地

域
を
主
と
し
た
都
市
地
域
と
、
③
中
国
・
四
国
・
九
州
な
ど
西
南
日
本
の
諸
地
域
に
か
な
り
の
人
口
集
積
が
み
ら
れ
て
い
た
。

(2) 

藩
政
後
期
の
人
口
の
増
加
地
域
は
上
記
の
人
口
集
積
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
し
、

一
方
、
関
東
地
方
か
ら
東
北
に
か
け
て
の
太
平
洋
岸

地
域
や
近
畿
の
諸
地
域
で
は
停
滞
若
し
く
は
減
少
簡
向
に
あ
っ
た
。

(2) 

人
口
の
集
積
や
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
の
地
域
的
要
因
の
研
究
は
当
初
の
企
画
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
解
決
で
、
今
後
の
研
究
に
待

藩政期における日本の人口配置

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
お
よ
び
参
照
文
献

明
油
太
正
期
に
お
け
る
離
村
地
域
の
形
成
と
都
市
人
口
の
集
積
過
程

歴
史
地
理
学
紀
要
八
『
明
治
後
期
の
歴
史
地

173 

①
岸
本
実
(
一
九
六
六
)

理
』
一
=
一
九
一
五
五
頁

②
岸
本
実
(
一
九
六
七
)
東
海
地
方
に
お
け
る
人
口
集
積
l
駿
遠
の
場
合
|
東
北
地
理

③
高
橋
焚
仙
(
一
九
四
一
)
日
本
人
口
史
之
研
究
(
第
一
巻
)
一
二
反
社
以
下
第
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⑥
高
橋
焚
仙
は
武
土
お
よ
び
そ
の
家
従
の
数
に
つ
い
て
、
前
回
向
著
書
第
一
巻
一

C
六
頁
で
勝
海
舟
の
『
吹
塵
録
』
上
に
あ
る
『
余
案
す
る
に
、
近
古

以
来
全
国
軍
人
所
謂
武
土
の
数
大
凡
三

C
数
万
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
』
と
の
数
値
を
み
と
め
、
こ
れ
を
も
と
と
し
て
、
藩
政
期
の
家
従
を
一

O
五
万
と

推
定
し
、
こ
れ
を
ふ
く
め
除
外
人
口
を
ニ

0
0
万
な
い
し
二
五

O
万
と
み
て
い
る
。

⑦
江
戸
の
武
士
お
よ
び
そ
の
家
従
の
数
は
五

O
万
な
い
し
八

O
万
と
推
定
す
る
も
の
が
多
い
。

⑥
岸
本
実
(
一
九
五
一
)
藩
政
中
期
に
於
け
る
海
部
川
流
域
の
開
拓
過
程
阿
土
両
国
間
の
人
口
移
動
|

一
五
五
|
一
六
一
頁
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